
 すべては、子どもの笑顔のために 

 

 健康安全で 有意義な冬休みに  
夏から冬まで、みんなで駆け抜けてきた２学期。創立１４０周年記念大運動会、うかいっこ劇場、記念

式典。修学旅行、社会科見学、遠足。子どもたちは、一時間一時間の授業の積み重ねと、たくさんの行事

を通して、確かな力を身に付け、豊かな心を育んできました。充実の２学期でした。 

さて、２５日から２３日間の冬休みが始まります。家族の一員として家の仕事をし、学習のまとめや冬

休みならではのチャレンジをして、健康安全で有意義な毎日を過ごしてほしいものです。 

保護者の皆様には、今学期もご支援とご協力をいただき誠にありがとうございました。また、地域の皆

様には、子どもたちの安全を見守っていただき感謝申し上げます。どうぞ良いお年をお迎えください。 

 

大活躍！うかいっこたち  

文化・スポーツで輝く 
 

鵜飼の子どもたちは、文化･スポーツ両面でたくさんの賞に輝いています。 

12 月には、市長表敬訪問がありました。本校からは、5 年 柳谷祐希さん 

（岩手日報小学校書展 日報大賞受賞）と、鵜飼小吹奏楽団代表として 

6 年 山下優月さん・中村咲奈さん（全日本バンドフェスティバル岩手大会 

金賞受賞）が市役所を訪れました。山下さんは、小学生代表として、感謝と 

これからの活躍を力強く発表しました。 

4 月から、子どもたちは、民謡・書道・絵画・標語・作文・感想文など多く 

のコンクールで入賞しています。また、相撲・新体操・マラソン大会などスポ 

ーツ面でも活躍しています。 

学校では、さまざまな賞に輝いた子どもたちを、その都度、校長室で表彰 

するとともに、喜びの表情を撮影しています。12 月現在、校長室前には、賞 

状やトロフィーをもった子どもたちの笑顔の写真が、５0 枚以上掲示してあ 

ります。たくさんの笑顔に、充実した毎日が写し出されています。 
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鵜飼小バースデーケーキ大

作戦は、見事大成功でした。 

各委員会の提案したがんば

り目標に、全校児童が取り組ん

だ結果、140 本を越えるたくさ

んのロ-ソクが立ち、おいしそう

なクリームで飾られたケーキが

完成しました。 

 １４０歳、おめでとう！ 

 

 

 東北ブロックＰＴＡ協議会会長表彰  

団体の部 鵜飼小学校ＰＴＡ受賞 
 

今年度、本校 PTA は、東北ブロック PTA 協議会会長

表彰を受賞するという栄誉を受けました。コロナ禍に

おいてもPTA活動に尽力してきたことが認められたも

のです。受賞、おめでとうございます。 

 

「鵜飼小バースデーケーキ」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生「修学旅行」で岩手を巡る 

 11 月 10日（水）11 日（木）、6年生は修学旅行に行ってきました。中尊寺（平泉 

町）猊鼻渓（一関市）津波伝承館（陸前高田市）ホテルはまぎく（大槌町）遠野市博物 

館（遠野市）宮沢賢治記念館・童話村（花巻市）と 

県南と沿岸を 1泊 2日で巡りました。岩手の雄大 

さ、美しさ、伝統と震災学習等、様々な視点からの 

郷土学習でした。進んで挨拶し、説明を聞いたり 

メモを取ったりする姿は、さすが最高学年でした。 

「ふかふか手作り布団２組」 

地元の工藤ふとん店様から、 

新しい立派な布団を 2組寄贈 

いただきました。保健室で活用 

させていただいています。 

ありがとうございました。 

 

 

「小さな親切」実行章 
１年生が山の幸染めコースターを医療従事者の

方に贈呈したという新聞記事が話題となり、公益財

団法人「小さな親切運動本部」から「小さな親切」

実行章をいただきました。人のためになることを進

んで行う「奉仕の心」を大切にしていきます。 

 

わかば・あおば学級に「感謝状」 

あおば・わかば学級の子どもたちの山の幸染めコ

ースターは、「全国特別支援学級・通級指導教室設

置学校長協議会全国大会」での大会記念品として

全国の学校に贈呈されました。とても素敵な作品へ

の嬉しい感謝状となりました。 

 

「地球温暖化を防ごう隊」 

夏休み、5年生が家庭で行った「地球温暖化を

防ごう隊」（岩手県）の取組に、岩手県から表彰状

が届きました。家族で二酸化炭素削減に取り組み

ました。このような SDGｓ（持続可能な開発目標）

の取組は、今後ますます大切になってきます。 

 

 正義の心で 

人は誰でも、幸せになる権利をもっています。私たちは、子どもたち一人一人 

が、幸せに生きてほしいと願っています。 

１１月に実施したいじめに関する保護者アンケートの記述で特に多かったのは、「自分がされて嫌

なことは、絶対しないこと」でした。家庭での確認が、子どもたちの日常生活に生きていると感じま

す。進んで挨拶をしたり、困っている友達に声をかけたりする子どもたちが多くいます。人の気持ち

を推し量ること、想像力を働かせて考えることは、日常の生活の中で生かされます。 

○もし、自分の子どもがいじめられたら、とても悲しいです。もし、自分の子どもが誰かをいじめた

ら、もっともっと悲しいです。自分がされて嫌なことは、誰だって嫌なのです。だから、自分がさ

れて嫌なことを、絶対しないこと。みんなで、それができたら、いじめはなくなるはずです。悲し

い思いをする人もなくなります。それでも、もし困ったことがあったら、すぐに大人に相談してね。 

○鵜飼には、思いやりのある子どもがたくさんいます。だから、みんなのいいところを紹介したり、

発表したりしたら、みんな幸せになるのではないでしょうか。      （保護者アンケートより抜粋） 

 アンケートに、親としての思いや願いが綴られていました。ありがとうございました。子どもたち

を取り巻く大人たちの願いを伝えることや行動すること、そして子どもたち自身が考えることを続け

ていきたいと思いました。～友達に優しい言葉をかけていますか。思いやりの心で行動しています

か。もし、意地悪をしている友達を見かけたら、正義の心で行動できますか。～鵜飼の子どもたちみ

んなが幸せに楽しく生活できることが、いちばん嬉しいことです。 

 

 

 

 

 

 

【陸前高田 奇跡の一本松】 
【猊鼻渓 舟下り】 


